
            審議会等の会議結果報告 

 

１ 会議名 平成２９年（２０１７年）度第１回津市隣保館運営審議会 

２ 開催日時 平成２９年７月７日（金） 

午前１０時から午前１０時５０分まで 

３ 開催場所 津図書館 ２階視聴覚室 

４ 出席者の氏名 （津市隣保館運営審議会委員） 

井上修 岩名克義 梅林慶文 岡山勉 小黒敏克 

金子清志 佐野隆次 杉田羊子 杉原東洋兒 

高倉保夫 中川正治 西田保男 西本和史 原田信市  

福田信男 松下健治 村林秀紀 矢島聖子 

（事務局） 

人権担当理事 南勇二 

人権担当参事 大川祐喜  

地域調整室長 奥田幸秀 

他１２名（内隣保館長１０名） 

５ 内容 ⑴ 平成２８年（2016 年）度隣保館活動報告について 

⑵ 平成２９年（2017 年）度隣保館事業計画について 

⑶ 隣保館の施設整備について 

⑷ 審議会の委員任期等について 

⑸ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 津市市民部地域調整室地域調整担当 

電話番号 ０５９－２２９－３１６６ 

E-mail 229-3166＠city.tsu.lg.jp 

 

・議事内容 下記のとおり 
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＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南人権担当理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただ今

より平成２９年（2017 年）度第 1回津市隣保館運営審議会

を開催させていただきます。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席いただきまし

て誠にありがとうございます。本日、司会進行を務めさせ

ていただきます津市市民部地域調整室の林でございます。

どうぞよろしくお願いします。 

続きまして、今回、一部委員の方に異動がございました

のでご紹介いたします。 

新しく委員として、本日ご都合により欠席されておりま

すが、平成 29 年 4月 1日付けで、津市立幼稚園長会の奥山

委員が、また、平成 29 年７月 1日付けで地域住民代表とし

て、中野区自治会長の岩名委員がそれぞれご就任をいただ

いております。よろしくお願いいたします。 

続きまして、私ども事務局でございますが、４月１日付

け人事異動によりまして、私、林が着任いたしました。 

また、隣保館の館長も一部異動がございましたので紹介

いたします。長谷山市民館長の後藤でございます。あと本

日都合により欠席しておりますが、久居北口文化会館の藤

川の２館の館長の異動がございました。 

それでは開会にあたりまして、南人権担当理事からご挨

拶を申し上げます。 

 

皆様おはようございます。人権担当理事の南でございま

す。よろしくお願いいたします。 

本日はご多用の中、津市隣保館運営審議会にご出席いた

だき誠にありがとうございます。あわせて、委員の皆様に

は、日頃より隣保館の運営事業にあたり、ご指導、ご協力

いただき誠にありがとうございます。 

 さて、本審議会につきましては、津市隣保館の設置及び

管理に関する条例第１５条の規定により、隣保館の運営に

関する基本方針等に係る調査審議を目的として設置されて

おり隣保館の事業の企画及び実施等に関し、委員の皆様か

らご意見等をいただこうとするものでございます。本日は、

平成２９年度第１回の審議会ということで、事項書の議事

に記載させていただいているとおり、隣保館活動報告、隣
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＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

保館事業計画、隣保館の施設整備、審議会の委員任期等に

ついて審議をお願いするものでございます。いただいたご

意見は、今後の隣保館運営に生かしていきたいと考えてお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、議事に入ります前に、本日、２０名の委員

のうち１８名の方が出席していただいており、委員の半数

以上が出席されておりますことから、津市隣保館の設置及

び管理に関する条例第１９条第２項の規定に基づき、会議

が成立していることを報告させていただきます。 

それでは、議事を進めさせていただきます。条例第１９

条第１項の規定によりまして、村林会長に議長職をお願い

したいと思います。村林会長、よろしくお願いします。 

 

皆さんおはようございます。進行役を仰せつかっており

ます村林でございます。どうぞよろしくお願いします。 

本年度第１回目の審議会となりますが、議事進行に当た

りましては、皆さんの活発な御議論をいただきながら、議

事を進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

また、会議の進め方でございますが、それぞれの議題に

ついて、事務局から説明をいただき、その後、委員の方々

からご意見等をいただく形で進めさせていただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」との発言あり） 

ありがとうございます。それでは、そのように進めてま

いります。 

事務局から、あらかじめお話いただくことが何かござい

ましたらよろしくお願いいたします。 

 

当審議会の会議録作成のため、事務局におきまして、会

議を録音させていただきます。 

また、今回、会議録へのご署名は、高倉委員と中川委員

の２名の方々にお願いしたいと存じます。よろしくお願い

いたします。 
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村林会長 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の皆様いかがでしょうか。 

（「異議なし」との発言あり） 

ありがとうございます。それでは、そのように進めさせ

ていただきます。 

事務局、他にありますか。 

 

当審議会の公開についてでございますが本市における

審議会の会議の公開については、津市情報公開条例第２３

条において、個人の情報などの不開示情報が含まれる事項

について審議等を行う場合や、会議を公開することによ

り、公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じると認め

られる場合を除き、会議は原則公開とする旨規定しており

ます。このことから、当審議会の会議につきましては、「個

人の情報」などが含まれる審議等以外につきまして、原則

公開する方向で取り扱うことになりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

ありがとうございました。事務局の説明にありましたよ

うに「個人の情報」などが含まれる審議等以外につきまし

ては、原則として公開となりますがいかがでしょうか。 

（「異議なし」との発言あり） 

ありがとうございます。会議の公開につきましては、そ

のようにさせていただきます。 

それでは、議事に入ります。お手元の資料を 1 枚めくっ

ていただいて、事項書の２番、議事の（１）平成２８年（2016

年）度隣保館活動報告について、事務局の説明を求めます。 

 

それでは、平成２８年（2016 年）度隣保館活動報告につ 

いて説明いたします。 

活動報告につきましては、４ページに各館の活動を集約 

させていただいており、各館の利用者数は、５ページから

１６ページにございます。また、事業内容については、１

７ページ以降に、交流事業・連携事業・特色事業に分けて、

それぞれ表記させていただいております。ただ、この事業

の区分は、明確な規定で仕分けしているものではなく、各

館の活動内容を大まかに区分したものでございます。 
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村林会長 

 

 

杉原委員 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

杉原委員 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

その中で、１７から１８ページの交流事業については、 

各種団体との交流を図ることで、隣保館の活動を広く知っ

てもらうためのもので、小中学校、老人会、地域団体等と

の交流を深めました。次に１９から２１ページの連携事業

については、地区の関係団体等と共同で、地域文化祭、人

権啓発講演会、各種学習会などを開催し、啓発に努めまし

た。次に２２から２４ページの特色事業については、各館

が独自に取り組んでいる事業を表記しておりますが、地域

ニーズにあわせた各種サービス事業や地域学習会、館外視

察などを実施いたしました。 

また利用者数については、延べ６５，０４７名で、前年 

平成２７年度と比較しますと 1.5％の減、人数では９８８

名の減少となりました。説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。ただいま説明がありましたが、

ご質問等がございましたらお願いします。 

 

確か前回の時に、隣保館関係の予算の推移について、資

料をお願いしたと思いますが、どのようになっていますか 

 

すみません。予算の推移ということですが、前回の議事

録を作成しておりますが、記憶になく漏れているように思

います。資料としては、ご提示できておりません。大変申

し訳ございませんでした。 

 

資料として、今調製できていないということですね。 

それじゃあ、大体の推移についてお尋ねしますが、合併

して約１１年経過しますが、予算として、増額の方向へい

っているのか、減額の方向にいっているのか、傾向だけで

も聞かせてください。 

 

予算の推移につきましては、合併以降、ほぼ横ばいとい

う感じですが、例えば、館の改修であるとか、比較的大き

な事業が含まれる場合は、政策的経費となりますが、そち

らで計上させていただいておりますので、総額の中では、

そういった部分がありますので、ばらつきはございますが、
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杉原委員 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

全体的な運営経費的な部分につきましては、ほぼ横ばいで

推移しております。 

 

わかりました。具体的な資料もお願いしたいと思います。 

 

美杉です。特色事業についてですが、２４ページでは「な

し」となっておりますが、毎月館だよりを発行しておりま

すが、６５歳以上の高齢者に各戸配付をさせていただいて

おります。配付時に悩み事とかの相談を聞かさせていただ

いており、これが美杉にとっては一番の特色ではないかと

思っております。 

 

ほかにないようですので、議事（１）については、終わ

らせていただきます。 

続きまして、議事（２）平成２９年（2017 年）度の隣保

館事業計画について事務局、ご説明をよろしくお願いいた

します。 

 

それでは、平成２９年（2017 年）度隣保館事業計画につ 

いて、ご説明いたします。 

資料については、最終ページ A3 になっている資料をご覧 

ください。 

本年度の隣保館事業計画でございますが、各館の計画に 

ついては、各館の運営委員会において、それぞれ審議され

ているものでございますが、この計画により平成２９年度

の事業を実施していくものでございます。地域コミュニテ

ィ施設として各種講座、相談業務等を実施しながら、人権・

同和問題の解決に向け、地域事情に応じた内容の事業を実

施して参ります。 

具体の事業内容については、その一部について、１７ペ 

ージから２４ページにある交流・連携・特色事業について

の表の右端の欄に示しておりますが、昨年度の事業実績を

踏まえて、本年度の事業を実施していくものでございます。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。説明はお聞きのとおりですが、
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村林会長 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

 

＜事務局＞ 

 

村林会長 

 

 

 

 

 

この事業計画は、各館の運営委員会で審議されていますこ

とから、隣保館事業としての方向性などのご意見が伺えた

らと思いますので、皆さんよろしくお願いします。 

 

ここで、計画の中で使われている地域というのは、何を

持って地域とされているのでしょうか 

 

ここで示している地域という部分につきましては、隣保

館の活動の中で、それぞれの対象の利用者の区域というこ

とで、国県の補助事業の中で、報告させていただいている

隣保館の利用対象地域という位置付けで、表現させていた

だいております。 

 

そうしますと、交流事業で示している、交流先であった

りするのは、当該地域は入らないということですか。 

 

交流という部分ですので、一定の利用対象の地域と別の

地域との交流をイメージしてもらえればと思います。 

すみません。ちょっと狭い意味での地域という話をさせ

ていただきましたが、広域の中では、津市全体で、この隣

保館の利用というのは考えておりますので、地域を限定す

るという事ではございません。先程申しましたのは、狭い

意味での地域ということで説明させていただきました。す

みませんでした。 

 

地域の交流と地域間の交流があるということでよろしい

でしょうか。 

 

はい、そういうことでございます。 

 

 はい、他にございませんでしょうか 

ないようですので、議事（２）については、終わらせて

いただきます。 

続きまして、議事（３）の隣保館の施設整備について、

説明を求めます。 
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＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、隣保館の施設整備について、説明いたします。 

まず前回ご質問いただきました、総合管理計画における

各施設の旧市町村別の保有状況でございますが、お手元に

配付しました資料保有状況一覧表のとおりで、旧津で４０

７件、以下久居１６１件、河芸５０件、芸濃６７件、安濃

７０件、美里４２件、香良洲３５件、一志８４件、白山８

３件、美杉１１９件の計１，１１８件となっています。庁

舎などの大規模な建物から、１０平方メートル未満のトイ 

レなどの小さな建物までを、施設類型ごとにまとめてあり

ます。これらの公共建築物の今後４０年間に必要となる更

新費用の計算にあたっては、総務省の「公共施設等更新費

用試算ソフト」を使用いたしまして、３０年で大規模改修、

６０年で建替えを行うというサイクルで更新費用を算出し

た結果、約４，７００億円、年平均１１７．２億円掛かる

試算となりました。 

この１１７．２億円は、平成１８年から平成２７年まで

の１０年間の平均額６３．６億円に比べ約５３．６億円の

不足となることから、半数近くの床面積の更新ができない

計算となります。 

このことを受け、今後の施設整備事業は、公有財産の担

当所管である財産管理課が主管課となり、これまでの施設

単体のみに着目した施設整備事業の検討から、小学校区程

度の一定地域内の施設を面的にとらえ、再編を検討すると

いう横断的な視点に立ち、事業の必要性や効果的な配置、

効率的な運営を検討していくもので、施設の集約化・複合

化等により施設総量の適正化を図るものでございます。 

隣保館におきましても、他の施設と同じような取扱いと

なりますが、その必要性をしっかり理解してもらい、施設

の長寿命化を図ってまいります。 

次に、隣保館の整備内容ですが、平成 29 年度における施

設整備については、雲出市民館の改修工事、櫛形市民館の

浄化槽取替工事、久居北口文化会館の耐震補強計画策定委

託を実施していきます。また、次年度については、本年度

に引き続き、久居北口文化会館の耐震実施設計や長谷山市

民館の耐震診断、中央市民館の長寿命化に向けての整備な

どの予算措置を要望してまいりたいと考えています。 
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村林会長 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設整備については、以上でございます。 

 

ありがとうございました。説明は以上でございますが、 

何かございますか。 

よろしいでしょうか。 

ないようですので、議事（３）については、終わらせて

いただきます。 

つづきまして、議事（４）審議会の委員任期等について 

説明を求めます。 

 

 それでは、審議会の委員任期等について説明いたします。 

委員の任期については、現在平成２８年９月２７日から

平成３０年９月２６日までとなっておりますが、前回の審

議を受け、事業年度である４月１日から３月３１日までに

変更をした方が、より合理的であり、効率的な運営ができ

るものとして、この審議会での同意が得られれば、その方

法には条件がついてきますが、変更していきたいと考えて

おります。 

その方法でございますが、条例では、「委員の任期は２年

とする。」との規定がありますことから、４月１日からの任

期にしていく事務処理としては、委員の皆様のご協力によ

り、まず、３月３１日付けで全委員が辞任をしていただき、

改めて、各団体、各所管課から委員の推薦を受けた方を４

月１日付けで、委嘱していく方法で変更したいと考えてお

ります。それぞれの団体で役員改選等委員推薦に当たり、

早急な事務処理をお願いすることとなりますが、全委員の

推薦を受けたうえで、４月１日から２年の任期で委嘱を行

っていきたいと思いますので、委員皆様のご理解をよろし

くお願いいたします。 

また、委員の増員について、前回、本審議会のご意見と

して頂戴しましたが、未選出地域のご意見を伺う中で、次

期からの選出で良いとのご意見でございました。また、現

時点での委嘱では、委員任期の終了時期にずれが生じるこ

とから、任期変更の時期に併せて、地域住民代表委員の増

員を行っていきたいと考えております。 

以上、現行「9 月 27 日から」の委員任期を「4 月 1 日か
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村林会長 

 

 

金子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら」に変更していくことについて、よろしくお願いいたし

ます。 

審議会の委員任期等については、以上でございます。 

 

ありがとうございました。説明は以上でございますが、 

何かございますか。 

 

ちょっと議題が違うかもしれませんが、隣保館の運営委 

員ですね、この運営委員の選出方法、それから隣保館があ

ることの、何が一番大事やから隣保館がいると、どういう

問題があるから隣保館があって、問題解決に向けて頑張っ

ていく中に設立されているんだという大きなことは、現実

的に私らはなかなか分からない、このためにあるんだとい

うことを聞かせていただきたい。 

私らの地区だけでは分かっていますが、他の地区の皆さ 

んも、見てみるといろいろな委員さんがみえますが、スー

パーマーケットみたいなもので、何もかもがあって、現実

的な存在意義というものがどこにあるのかちょっと説明し

てもらえますか。 

 

隣保館の設置につきましては、市の条例の部分におきま

しては、市民の健全な文化生活を育成し、社会福祉の増進

を図るということを設置目的にして市内１２館設置をさせ

ていただいております。事業といたしましては、地域の事

情に応じて基本事業であります生活相談、生活改善等の相

談事業に関すること、青少年の指導育成に関すること、教

養、文化、レクリエーションの部分であるとか、啓発、広

報の活動等の基本事業と特別事業として、各地域の要望、

事情に応じた形でデイサービス事業、継続的な相談援助事

業などを行っていくと条例上規定させてもらっています。

また、厚生労働省の運営要綱の部分につきましては、地域

社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点と

なる開かれたコミュニティセンターとして生活上の各種相

談事業や人権課題の解決のための各種事業を総合的に行う

というような規定の中で市内１２館設置をさせてもらって

いるということでございます。また、各委員の部分につき



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ましては、地域住民代表ということで、各隣保館で設置さ

せてもらっている運営委員会のそれぞれの代表の方、現在

１２館で１０名という形になっていますけれども、そちら

の方と関係団体、学識経験者、教育関係者で隣保館の運営

の部分について、市としての方向性をご議論いただくとい

うことで運営審議会を設置しているというところでござい

ます。 

 

当然のような、答えを聞かしてもらっていますが、現実

的にそれが今の状態に反映しているのかというところで、

私は役所の人権課の皆さんあるいは地域調整室の皆さん

に、ものすごい不満をもっているわけです。今まで多々申

し入れをしたり、色んなことがあるんですが、それがそれ

なりに納得できる、あるいは話し合いの場を十分にもたれ

てないというようなことがあります。その一例が、これは、

２０１６年度にあったことですが、２０１６年度の成美地

区の自治会長名簿を成美地区連合会の自治会長が作ってい

るんですが、その成美地区自治会長名簿の中にうちらの北

口３の自治会長の名前がない。ようは、北口３地区が存在

していないんです。分かりますか。うちは成美地区の中で

一番人数が多いのですが、それをまるっきり省いて、２０

１６年５月３１日現在での自治会長名簿として出してい

る。その人が人権のところに参加してくる。ちゃんと検査

というかそういう事やっているのですか。 

そんな勝手に自治会をなくす、分かりますか、なくすん

ですよ。これ津市政の相談員というのがあって、厚生労働

省からの相談員と総務省からきている相談員１２名。よろ

しいか。津市の相談員、１２名います。そこで私は相談し

てきました。資料も残っています。「とんでもないことや」

と言ってましたよ。そんな人が今だにおるのかと。うちら

五百何十名が久居の成美地区から抹消されているんです

よ。そんなことをするような男をこの委員の中に選ぶ、そ

れなら言ってきたら誰でもいいというのか。なんの審査も

してないんだよ。とんでもない、私から言ったら。こんな

人が人権を語れる価値がどこにあるのか。自分たちの子ど

もがそこに住んでいて、その地区がないようにされている。
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村林会長 

 

 

 

 

 

 

 

杉原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

杉原委員 

市はなんでその答え持ってこないのか。 

 

委員さんの話と成美地区の連合自治会の話になってきま

すので、委員さんの話の選任については、ここの話ですけ

れども、申し入れの中の成美地区自治会長名簿の中に北口

３自治会の会長さん、またその自治会名が抜けていたとい

う話については、久居の生活課からもまた連合自治会長さ

んの方にも話がなされていると思いますけれども、その名

簿が抜けているということ自身は、いかがなものでしょう

か。成美地区としては、その自治会があるわけですから、

抜けていることはどうですかという話はさせてもらっては

おります。それを人権問題であるとお話しで申し出をいた

だきましたけれども、これは連合自治会内の自治会がその

中に入るか入らないかの話であって、それが人権にかかわ

るかというと、それは差別ではありません。 

  

すみません、議事内容からずれていっている部分と整理

していただく部分、この場で話あえる部分とそうでない部

分があると思いますので、この場での話に関してはこれ以

上進めようがないので、もう少し調整したあと、必要であ

れば次回議題として整理をしていただくということでよろ

しいでしょうか。 

  （各委員から「異議なし」の発言あり） 

 

今日の議題は、隣保館の運営審議会の運営についてで、

最近テレビで何度も放送されている暴言とかね、そういう

ことに類するようなことを、まあ連合会を脱退したのは、

あなたが自分の意思で脱退したんですから、そんなことは

今日の議題には全く関係のないことです。だから本来の議

題について粛々と議事を進めていただけたら結構じゃない

かと。まあ人のことを言う場合には、やっぱり一定の敬意

をもって話をするのが当たり前ではないかと思いますが。 

 

個別の問題になってきますので。 

 

あらためて別の場所で話しましょう。今日は粛々と進め
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＜事務局＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村林会長 

 

てください。 

 

先程の任期の件ですけれども、反対のご意見等はござい

ますでしょうか 

 

先程、口頭で提案があったんですが、文書では何かでて

いるのですか。と言いますのは、今日の事項書には、議事

の４のところで、審議会の委員任期等について、具体的な

文書提案としては出ているのですか。 

 

文書提案という形ではなく、委員任期の改正ということ

で、この場で説明させていただいたということでございま

す。 

 

議事として問題提起されて、議案というか、単なる説明

事項となるのかはわかりませんが、議事という形でだされ

ている限り、口頭説明だけでは、具体にどういうことを提

案されたのかが、はっきりしませんよね。文書で提案され

るのが普通ではないかと思います。少し簡便すぎると思い

ますが。これ、かなり大きな変更を含んだ提案ですよね。

前回の審議会で出されたものですが、やっぱり、きちんと 

文書で提案されるべきものと思いますが、いかがですか。 

 

先程説明させていただいたように、条例上は２年という

ことでございます。したがって、条例を変えるという事で

なく、人事とも協議していく中で、事務上の取扱いで変更

していく、４月１日からにしていくということでございま

す。委員おっしゃられるように、文書で出していく方が良

かったとは思いますが、委員の皆様には、事務上の取扱い

をするということで、４月１日からの変更でよいというご

審議をいただけるならばということで、口頭としました。

確かに文書で出す方が分かりやすいという点では、今後、

より分かりやすいようにしていきたいと考えます。 

 

今後、議事等で挙げられる部分では、文書でわかりやす

く提案していただくということでお願いします。よろしい
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村林会長 

 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

 

でしょうか。 

それでは、任期の変更という部分に対しては、ご承認い

ただいたということで、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」との発言あり） 

以上で議事４については、終わらさせていただきます。 

続きまして、事項書の３、その他について何かございま

すか。 

 

色々なご意見ありがとうございます。 

また、説明不足等ありましたことお詫び申し上げます。 

今回、任期変更につきましては、４月１日からの２年間

の任期でお願いするものですが、委員皆様全員のご協力の

もと、まず辞任という形をとっていただいて、改めて委嘱

という形をとりますので、具体の部分の事務処理につきま

しては、次回の審議会で、書面等の説明をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。また、本日欠席の

委員につきましても、本日の決定事項を伝えさせていただ

き、処理をしていきたいと思います。 

次回開催につきましては、必要に応じ会長が招集すると

いう規定がありますので、会長と協議しながら、委員の皆

様にご通知申し上げます。概ね１・２月、委員改正の説明

時、また２９年度事業や３０年度予算、まだ議決は受けて

おりませんが、概ね説明できる時期での開催を調整してい

きますのでよろしくお願いします。本日はありがとうござ

いました。 

 

最後に、何かありましたらお願いします。 

 

 

美杉人権センターですが、この３月まで、３名の職員が

いましたが、今年度から２名になりました。館だよりの配

付等で、地域を回らさせていただいています。２名の方が

地域を回る場合に館に誰もいないという状況があります。 

合併時においても２名となったことがあり、総合支所の方

へなんとか職員の配置をお願いして増やしていただいた経

過があります。美杉だけ減少となっています。電話などは
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西田委員 

 

村林会長 

地域振興課での対応もできますが、地域に出られた時に突

発的な事もありますので、元の３名に戻していただくよう

お願いします。 

 

 美杉人権センターにつきましては、１名減ということで

ございますので、人事当局の方へしっかりと説明し、要望

してまいります。ただ、人事案件でございますので、ここ

で、答えを申し上げることはできませんので、申し訳ござ

いません。 

 

人事課の方への要望よろしくお願いします。 

 

委員の皆さんにはいろいろご意見をいただきました。 

これにて津市隣保館運営審議会を閉会いたします。 

どうも、お疲れさまでした。 

 

 

 

 


